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100 年に一度のエネルギー激変期を理解する 

『「第 5 次エネルギー基本計画」を読み解く  

その欠陥と、あるべきエネルギー政策の姿』 発行 

	  
 インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&D は、『「第5 次エネルギー基本計画」を読

み解く その欠陥と、あるべきエネルギー政策の姿』（著者：山家 公雄）を発行いたします。 
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＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

 「エネルギー基本計画」は、日本のエネルギー政策の中長期的な方向を示すもので、3、4 年ごとに改訂されてきま

した。2018 年7 月にこの最新版「第5 次エネルギー基本計画」が正式決定されました。しかし、今後数年間のエネル

ギー戦略を定めるこの大事な計画には、大きな問題が多数あります。 

 2030年では、原子力は前回から方針は変わらず、一応主力電源とされた再生可能エネルギーも目標が低く普及へ

のハードルが高い、火力・化石燃料を偏重し、水素・蓄電池技術に過度な期待する、となっています。また、2050 年

では、技術の趨勢が決まらないことを理由に、しっかりとした方向性を示していません。 



 世界中で、脱炭素革命、再生可能エネルギーの急激な拡大が進むなか、旧来とほとんど変わらない計画というの

は考えられないものと言えます。 

 この本では、この「エネルギー基本計画」の評価と詳細解説を行うとともに、世界の最新状況を踏まえた、あるべき

エネルギー政策の姿を紹介します。 

 難解な「第5 次エネルギー基本計画」をどのように評価すれば良いか悩んでいるエネルギー問題に興味を持つ方、

エネルギー関連事業者、メディア関係者すべてにとって、目から鱗が落ちる明解な解説書となります。 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 
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株式会社インプレス R&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井芹昌信）は、デジタルファーストの次

世代型電子出版プラットフォーム「NextPublishing」を運営する企業です。また自らも、NextPublishing を使った「インタ
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